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へ7のら
し〉は谷

に
、
去
年
の
各
早
世
し
た
り
と
て
、
北
ハ
兄
這
警
を
似
す
に
、

塚
も
動
け
我
が
泣
く
漉
は
あ
き
の
風

按
宇
る
に
、
右
由
民
の
細
道
て
ふ
逃
記
は
、
各
一初
K
・
今
と
し
元
称
こ

と
せ
と
あ
れ
ば
、
一
笑
が
夜
せ
し
は
元
総
元
年
の
冬
な
る
事
知
ら
れ

け
り
o
右
道
警
の
護
伺
を
芭
蕉
の
自
筆
陀
認
め
た
る
短
冊
は
、
一
笑

一
笑
が
作
は
.
金
深
伺
益
法
師
の
革
路

の
子
孫
持
俳
ふ
と
い

へ
り
。

州却
を
見
る
に
、
左
の
何
を
恕
げ
た
り
。

笑

村

岡

や

姿
苅
る

頃

の

械

の

み

や

笠

が

ほ

に

泥

は

ね

か

く

る

同

組

哉

同

此
の
外
に
も
狛
数
首
あ
る
た
る
べ
し
。
或
は
臼
ム
。

一
苅
絡
の
頃
金
揮

に
て
の
俳
人
は
、
北
枝
秋
の
坊
伺
益
一
笑
高
子
た
ど
、
皆
共
の

名
聞
え
て
世
K
名
高
し
と
い
へ
ど
も
、
中
に
も
一

笑
は
平
〈
制
限
せ
し

ゆ
ゑ

K
、
何
故
も
多
く
世
陀
残
ら
宇
。
さ
れ
ど
共
の
名
は
芭
蕉
が
央

の
細
道
陀
も
峨
せ
ら
れ
、
殊
に
迫
替
の
何
あ
れ
ば
、
後
世
に
そ
の
骨
折

名
E
m制
は
せ
し
と
い
ム
ベ
し
。

O
中
河
原
町

笠
紀
に
、
元
和
六
年
同
酬
の
官
舶
を
記
掛
川
し

τ、
中
河
原
町
に
風
呂
屋

有
り
て
湯
女
を
世
吉
た
る
よ
し
を
紀
戦
し
.
叉
究
永
八
年
の
僚
に
.

原
川
橋
爪
法
結
寺
の
門
前
よ
り
出
火
し
、
河
原
町
一

一聞
に
火
と
成
り

荷
風
強
く
、
中
河
原
町
の
大
橋
を
段
落
す
。
と
あ
り
。
又
貞
一一宇
二
年

の
卯
反
妙
肱
寺
由
来
容
に
‘
天
正
寸
三
年
金
徳
枯
木
町
に
て
寺
地
奔

領
仕
慮
、
大
型
寺
御
陣
の
翌
年
御
技
下
初
様
相制
御
普
府
民
付
、
寺
地

紋
ι
召
上
一
修
理
谷
之
上
陀
て
奔
仮
被
ι
仰
付
一
然
成
右
地
而
侍
屋
敷
に

相
成
被
“一召
上
一
銭
-滋岡地司開仲
川
中
河
原
氏
於
て
奔
領
致
候
庭
、
町
屋
敷

に
被
a

仰
何
一白
陀
而
、
訴
而
被
=召
上
↓
と
あ
り
。
さ
て
右
中
川
原
町

を
ば
川
原
町
と
も
呼
べ
り
と
問
ゅ
。
三
筆
記
医
、
民
安
元
年
利
常
卿

江
戸
よ
り
御
脇
被
の
時
・
本
多
民
州
宅
へ
入
ら
せ
ら
れ
、
御
竹
桜
へ

御
封
筒
被
v
遊
。
犀
川
河
原
町
陀
御
供
中
行
列
不
ν
飢
待
日目附
け
て
、
小
松

へ
入
ら
せ
給
ふ
。
と
あ
る
も
、
今
い
ム
河
原
町
に
て
は
道
筋
迷
ひ
た

れ
ば
‘
片
町
河
南
町
在
る
べ
し
。
叉
山
伏
縮
減
院
貞
享
二
年
の
山
来

告
に
も
、
先
年
は
犀
川
榊
明
の
向
陀
混
在
庭
、
附
院
長
九
年
陀
河
原
町

小
橋
爪
に
て
奔
領
仕
蕗
、
金
調
陣
町
制
之
節
、
彼
天
紳
屋
敷
町
筋
に
相

成
に
付、

徳
一一挙
地
-
寛
永
十
三
年
に
只
今
之
宮
地
古
寺
町
に
而
拝
領

金
滞
古
都
志
巻

十

ナ

凶

O
河

南

町

十
二
冊
定
舎
に
放
せ
た
る
金
部
活
町
筋
町
制
付
K
、
r
A
町
拾
八
問

尺
川
南
町
・
波
町
三
拾
三
間
三
尺
片
町
。
と
あ
り
て
J
琵
務
中
は
本

町
廿
七
町
の
一
町
な
り
。
放
に
改
作
所
笛
紀
に
減
せ
た
る
天
和
三
年

六
月
算
用
場
よ
り
の
山
首
出
K
も
、
河
南
町
謀
。片
町
梨
と
性
峨
せ
た

り
。
此
の
町
は
片
町
の
折
れ
角
よ
り
犀
川
の
橋
爪
ま
で
を
呼
ぴ
た

り
。
按
十
る
に
、
院
長
の
金
潔
城
闘
を
見
る
花
、
金
谷
出
丸
い
ま
だ

無
ν
之
故
、
今
の
尾
山
耐
枇
の
地
法
忙
三
筋
の
町
地
あ
り
て
.
中
央
の

通
筋
を
南
町
と
記
秘
す
。
此
の
南
町
よ
り
河
南
町
ま
で
直
道
な
る
休

K
見
ゆ
れ
ば
、
そ
の
か
み
城
南
の
町
地
な
る
を
以
て
、
都
て
南
町
と

開制し
、
河
南
町
は
即
川
の
方
怠
る
を
以
て
、
河
南
町
と
は
呼
ぴ
た
る

な
ら
ん
o
M
m
る
K
共
の
後
尾
山
帥
枇
の
地
法
金
谷
出
丸
と
成
り
た
り

し
頃
.
南
町
・
堤
町
を
ぽ
今
の
地
へ
移
帥
押
せ
ら
れ
、
南
町
と
河
南
町
と

の
聞
に
石
浦
町
片
町
を
挟
み
た
る
に
よ
り
、
南
町
と

河
南
町
と
の

間
隔
絶
し
た
る
た
る
べ
し
。
石
浦
町
は
そ
の
か
み
本
町
K
非
宇
。
七

ク
所
の
一
町
民
て
.
b
T
役
の
町
地
な
り
し
に
て

も
知
ら
れ
け
り
。
さ

て
明
治
四
年
四
月
戸
総
編
成
せ
ら
れ
、
町
名
改
正
の
時
河
南
町
の
町

名
を
澄
し
、
片
町

へ
邸
せ
し
め
た
り
。

仕
。
と
あ
り
。
右
小
橋
爪
と
は
呑
林
坊
橋
の
橋
爪
也
と
い
へ
り
。
然

ら
ば
モ
の
か
み
河
南
町

μ
川
町
を
ば
河
原
町
と
呼
ぴ
た
り
し

一
殺
と

す
べ
し
。
小
倉
日
記

K
.
事
保
十
八
年
四
月
廿
六
日
僻
馬
町
よ
り
出

火
.
川
原
町
・後
川
原
町
。
大
工
町
類
焼
。
と
あ
り
て
、
卒
保
の
末
頃

迄
も
河
南
町
遜
を
ば
河
原
町
と
呼
ぴ
た
り
し
と
と
知
ら
れ
け
り
。
叉

今
い
ふ
古
寺
町
も
、
昔
は
河
原
町
と
呼
べ
り
。
稲
荷
真
長
寺
の
由
来

品川口
花
、
民
長
十
二
年
従
=閥
束
-AH
白
地
へ
能
越
・
中
村
刑
部
取
次
を
以

尿
川
河
原
町
近
所
に
而
寺
地
拝
領
、
十
五
年
に
寺
池
立
仕
。
と
あ
り
。

右
寺
地
は
脊
林
幼
橋
下
な
る
古
寺
町
入
口
宮
永
氏
の
窃
邸
な
り
と
い

へ
り
。
此
の
外
に
も
古
寺
町
の
地
を
河
原
町
と
呼
ぴ
た
る
よ
し
‘
寺

院
の
由
来
容
に
載
せ
た
り
。
さ
れ
ば
訟
も
ム
花
、
此
の
地
越
は
都
て

モ
の
か
み
犀
川
の
河
原
な
り
し
を
.
利
常
卿
の
時
坂
井
就
安
比
命
ぜ

ら
れ
、
悉
く
町
地
と
な
し
給
ふ
に
依
り
て
、
惣
名
を
河
原
町
と
呼
ば

し
め
ら
れ
し
か
ど
、
三
筋
の
町
な
る
に
依
り
て
、
片
町
河
南
町
を
ば

中
河
原
町
と
呼
び
.
共
の
後
町
を
ば
後
u
河
原
町
と
呼
ぴ
‘
古
寺
町
の

一
町
を
ば
河
原
町
と
呼
ぴ
た
り
し
と
聞
ゆ
。
片
町
・
河
南
町
の
}
町

は
、
三
筋
の
中
央
な
る
化
依
り
て
、
中
河
原
町
と
呼
べ
る
も
の
な
り
。

又
銀
町
も
本
名
は
墜
河
原
町
と
呼
べ
り
。
此
の
-
町
も
も
と
河
原
な

五




